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要 旨

平 成 互至 年 度 に は、 Ｄ 町 の ６０ 歳 以 上 の基 本 健 康 診 査 受 診 者 に 対 して 生 活 満 足 度 と ライ フ ス タイ ル

と の 関 連 に つい て 調 査 を行 っ た。 本 年 度 は引 き 続 き、 未受 診 者 に 対 して 同 様 の 調 査 を 行 い、 未 受 診

者の特性を検討した。 本調 査の未受 診者は受診者 に兇
べ生活満足度が低く、 活動能力や気になる症

状のある老年者が 多く、 地域活動 への参加 や家族内の交流が少ない傾向が示され、 ハイ リスクに
な

り や す い 状 況 で あ る こ と が 示 さ れ た。

Ｉ、 は ｃ め に
亙．研 究 方 法

昨年度は、 平成 １ｉ 年 に基本健康診 査を受 け

た ６０ 歳 以 上 の 方 に っ い て、 どの 程 度 生活 に満

昆 して お ら れ る か、 ま た どの よ うな 人 の 生活 満

足 度 が 高 い の か に つ い て 解 析 を 行 っ た。 そ の 結

果、 全体に生活への溝足 度は高い傾 向を示して

い た。 孫 と 同 屠 して い る 人、 健 康 な 人、 睡 眠 時

間 に 問題 の な い 人、 地 域 活 動 に 参加 して い る 人、

近所の人や家族とよく話をする人、 経済的に苦

労 の な い人 な どが、 そ う で な い 人 に 比 べ て 高く

なっ て い た。 ま た 地 域 活 動 不 参
加 者 の み に っ い

て 解 振 を した 結果、 睡 眠 時 閻 の 短 い、 経 済 的 余

裕のない、 家族内交流の密度が低い老年者の生

活満足度が低いこと が示され、 家族内の交流の

促 進カミ課 題 で あ る こ と が 明 ら かに な っ た１）。

今年度は平成 １王 年に基本健康診査を受けな

か っ た ６０ 歳 以 上 の 方 に 対 して、 生 活 状 況 や 生

活への満足度について解振し、 受診者との沌較

か ら、 対 象 の 特 性 を 把 握 した。

１． 対 象

大東 町の平成１１年度基本健康診 査を受けな

かっ た 者 の う ち ６０ 歳 以 上 の 老 年 者 ２９５ 人。 そ

の う ち 回 答 の あ っ た １３互名 につ いて 分 析 を行 っ

た
。 回 収

率 は ４４．４％で
あ っ た。

２．方 法

基本健康 診査未受 診者 に対 し郵 送調査を行

っ た。 調 査 期 聞 は 平 成 互２ 年６月 か ら ９月 ま で

で あ る。

３．調 査 内 容

老年 者 の属 性、 健 康 状 態、
生 活 習 慣、 地域

活動、 交 流 の程 度、 趣 味、 経 済 状 態、 老研
式活

動 指標（丁岨Ｇ）２） で あ る。 老 研 式 活 動 指 標 は Ｏ～

１３ 点 に 配 点 さ れ て お り １３ 点 が 最 も 活 動 性 が 高

い こ と を 示 す。

生 活 満 足 度 の 指 標 と し て ＶＩＳ帆Ｌ ＡＮ牝ＯＧＥ

ＳＣＡＬ亘 を 用 い た。 そ して そ の 理 由 に つ い て の 自

由 記 載 を 求 め た。 こ二れ ま でに 作 成
さ れ た 既 成 の
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生活満 昆度 尺度 に よる 測 定は測 定さ れ る概念

淋あらかじめ規定されて いることや、 老牢者 淡

必ず しも回答 し帝すい内容と は隈らないこと藪）

が示 唆されて いるた め、 対象者自身の考克る溝

昆度について、特 定の 要素ではなく
ｒ生溝金体Ｊ

に どの程 度満 昆 して いる かを測 定 する 花め に

ＶＩＳＵ糺 ＡＮＡＬＯＧＥ ＳＣＡＬＥ（以後 ｙＡＳ と 表 現す る）を

周 い た。ＶＡＳ に よる 生活 満 昆 度 はＯ～！００鵬 の 線

上に示され得点化される、 １００ 淋最も満足度淋

高 い こ と を 示 して い る。

皿。 結 果

１。対 象 者 の 特 性

１）基本的属性

最初 に対 象者 の基 本 的属 性につ い て分

析 を行 っ 危、 性 別 は 男 性 ６碓 人 （鰯、 鮒 災 女 健

が ６７ 人 （５五。１％） で あ つ た、 牢鹸 は園 丑 に示 し

た１よ う に、６０～６塾歳 代 が 最 も 多 く３蟹人 ㈱頓 醐 、

６５～６９ 歳カ§３１ 人 《２３．７％） 残７０ 歳 ～７堪 歳 ２８ 人

（２１．４％
）
、
７５～７⑬ 歳 が ２１ 人 鵬靱

Ｏ茄）
，
８０ 歳 以

上 が １０ 人 （７凸６％） で あり、 ６⑪ 歳 代カ
塞準 数 以 上

を 占 め ５３．４％、 ７０ 歳 代カ
雲３７邊脇浅 ８０ 歳 玖

上 は 箸

しく 抄 な かっ た、

（扮

６◎～６４ １ｌｌｌｌｌ１簸１１１１
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１１ｌｌｌ１１ｌ１鱒１１１１１１１…

ｌ１１１婁

家族構成は図２示 した１ように ザ子 ども家族と

岡 屠Ｊ 淋 ６３ 人《４８， 酬 、
ザ未 婚 の 子 ども と の 同

駒 淡 〃 人（１３邊Ｏ茄）で あっ 危、
「夫 婦 二 人 暮 ら

〕 は ２五 人 ㈱苗Ｏ跳） を 占め て い花 淋、
ザ独 屠」

は ２ 人（五む 鋤 と 砂 な か っ 危蟻

朱婚 好供との同書 獅竃２火
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幻 基本健康診査未受診の理南

墓本検診 を受 けなかった 理南につ いて図 ３

に 矛 し危蟻 理 由 の 中 で、 最 も 多 か っ た 内 容 は、

臓 院１ 医療機関に通 院 して いるＪ で あり ４８

人 （鍋鰺 鮒 であっ危、 次いで
「健診を忘れ ね

の 蝸 人（Ｈ邊 酬 、
ｒ忙 しか つ た 一 雀 人 ㈹。７％）

で あ り，
ザな に も 悪 い と こ ろカ§な いＪ は ！３ 人

（⑧邊鮒 為 喰 杜・ 医療 機関 で健診 をうけ ね は

五及 人 （８。 鋤 であ っ た。
ザ交 通 手 段カ§な いＪ と

い う 理 串 は 少 数 で はあ っ 危カ慧、 ４ 人（３．０％）認 め

ら れ 彪、

性別による比較 を行った添、 男 女ともに同様

の傾１向 を 示 して い た泌

病院握 欄 倶竈院

⑫を忘棚註

忙峨りだ

伺も凪、ところがない

会杜匿 蜘
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図３ 基本健康診査未受診の理由
（人）
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未受診の理歯 を年 代別 に比 較 し危も のが表

１ で あ る。 ６０ 歳 代 で は
「病 院 ・医 療 機 関 に 通 院

し て い る」 が最 も多 く ３０ 人 （４２．９％） で あ っ た。

次 い で 「忙 しかっ た」 で あ り １３ 人 （王８．８％）、
「会

杜 ・ 医 療 機 関 の 健 診 を 受 診 し て い る」 が ８ 人

（五至Ｉ４％） お り 受 診 の 必 要 の な い 人 で あ っ た。

腱 診 を 忘れ ね は６ 人 （８．６％） で あ り、 多く

は な かっ た。 ７０ 歳 代 で は 賄 院。 医 療 機 関 に 通

陶 が 最 も 多く 夏７ 人 （３４１７％） で あ っ た が、
「健

診 を 忘 れ た」 人 も 多く ９ 人 （１８．雀％）、 「な に も

悪 い と こ ろ が な かっ た」 が ７ 人（雌．３％）と 多く

み ら れ たむ８０ 歳 代 で は 未 回 答 を あ ら わ す
「不明」

が ４０％ と 多 かっ た。
「忙 しか っ たｊ や 「な に も

悪 い と こ ろ が な か っ たｊ と い う 回 答 が 各 々１０％

み ら れ た。 理 由 の 一 つ で あ る
ｒ交 通 手 段 淋 な か

っ た」 は ６０ 歳 代 に は 護も い な か っ た が、 ７０ 歳

代 以 上 に 認 め ら れ た。

裁 年代瑚墓本健康診査の朱受診理笛

治 療 中 の 病 気 や 症 状 の あ る 人 が ６３ 人 （４８．１％）

と 約 半 数 お り、 高 血 圧 ３０ 人 （２２．９％）、 糖尿 病

人（８．４％）、
自 内 障 ９ 人（６．９跳）の 煩 に 多 か っ た。

表２ 健廣状態
Ｎ竺 拍１

は い い い え 不朗

人（％｝ 人｛％） 人１％１

健 康 で あ る ・・（・・．・）１・５（３ 榊）１・１（１６．◎）

気になる症状妙ある

１ｌｌｌ１

４０１３０．５）１９（６．９）
腰痛

手 指 の 関 節

高姐圧

肩 こ り

その紬

治療中の病気や症状秒ある

ｌ１激

６３（４８－１）１５（３．８）
高血圧

高鰭血症

白内簿

糖尿痛

その他

未愛診理壺
６０歳｛モ ７０歳｛セ ８０歳チセ 舎 ……寺

人（蛇） 人（％｝ 人く矧 人（％）

病 院 堰 療 機 鰍 こ通 濠 ３０｛４２．９）

憧 診 を 忘 れ た ６（ ８．６∋

」養＝ しカ、 りプ三 １３く１８．６）

佃も 悪いところがなかった ６（ ８．６）

会考圭・医療 機襲 で健診 受診 ８ ㈹、４｝

交 通 手 段 が な が っ た ｏて ｏ．ω

そ の 他 ５（ ア．１）

不 明 ６く ８，６）

１７（３４．７）

９（１８．４）

３（ ６．１）

７（１４．３）

３（ ６．１）

３（ ６．１）

逐（ ８，２）

６（１２．２）

２く２０．Ｏ）

１く１０．Ｏ｝

１（１⑪．ｏ）

１（１０．Ｏ；

０（ ０．Ｏ享

１（１０，Ｏ）

２（２０，Ｏ）

る（４０．Ｏ）

４８く３７．２）

１４（１０．９）

１４く１０．９）

１３く１０，１∋

コ１（ ８．５）

４１ ３，１）

刻（ ７．８）

箏７（１３．２）

合 計 ７０く１００．Ｏ
） ４９く１００．

Ｏ） １０（１００．Ｏ
） １２９く１００，０

）

３）健康状態 （表２）

健 康 状 態 に つ い て は、１０８ 人 の 回答 が あり、

そのうち本人が 「健 康である」 と感 むている人

が、全 体 で は ６５ 人 （４９１６％） と 約 半 数 で あ っ た。

年 代 別 で は ６０ 歳 代 が ３４ 人（６０．７茄）、 ７０ 歳 代 は

２５ 人 （５８．互％）、
８０ 歳 代 は ５ 人 （５５

，
６％） で あ っ

た
自

気 に な る 症 状 の あ る 人 が ８２ 人 （６２．６％） あ

り、 そ の
内 訳 は 腰 痛 ２２ 人 （２２．９％）、 高

血 圧 ２８

人（２豆．４％）、 手 指 の 閣 節 痛 ２遂 人 （１８，３％） の 順

に 多 く み られ た。

雀）杜会生活機能

杜 会 生 活 機 能 は 老 研 式 活 動 能 カ 指 標

（珊互Ｇ）を用 い て 測 定 した。 得 点 は ０ 点 か ら １３

点 で あ り、最 も 高い 機 能 の 得 点 が１３点 で あ る。

全 体 の 平 場 は ９．１ 地．Ｏ 点 で あ り、
６０ 歳 代カミ９．７

± ４．Ｏ 点 、
７０ 歳 代 が ８．８ ± ３．９ 点 、

８０ 歳 代 が ６．９

±些．６ 点 で あ っ た が、 各 年 代 間 に は統 計 的 に 有

意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た。

５）生 活習慣 （表 ３）

次 に生活 習 慣に つい て 運動 と食 習 慣につ い

て 質 問 した。 運 動 を 定 期 的 に 行 っ て い る 人 は、

全 体 で は 逐６ 人 （３５．１％） で あっ た。 年 代 別 で 蛇

べ て み る と 運 動 を 定 期 的 に 行 っ て い る 人カＳ， ６０

歳 代カミ２３ 人（３迎．３％）と や や 少 な い 傾 向 が あ っ 危

が
、
７０ 歳 代 は １９ 人（４１，３％）、 ８０ 歳 代

が ４ 人

（遂４．郷）と 多く 半 数 近 く の 人 が 運 動 を して い た。

睡眠 時聞 は 全体 で は、
ｒ６ 時 聞 以 下」 が２３ 人

（玉８．５％）、
「７～８ 時 間」カミ９至 人（７３．４％）、

「９ 時 間

以 上ｊ が 至Ｏ 人 （８．１％） で あ り、 睡 眠 ６ 時 間 以

下が２割近く 認められた。 年代別に較べてみて

も 同 様 の 傾 向 を 示 して い 危。

朝 食 の摂 取 状 況 は、
「毎 目き ち んと 食 べる」

人 が １王７ 人 （８９．３％） で あ り、
「め っ た に 食 べ な

いｊ 人 は ４ 人（３，１％）に す ぎ な かっ た。
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飲 酒 に 関 し て は、
「お 酒 を飲 むｊ 人 が ５１

人（３８．９％）で あ ？た。 酒 を 飲 む 頻 度 は、
「毎 目」

が 王９ 人（１４．５％）と 最 も 多 く、 週 ５ 員 以 上 が ３２

人（２遂．４％） で あ っ
た
。

表 ３ 生…番 習 纒 Ｎ竺１３１

人 （％）

定期的に運動をしている

熔 い

い い え

不窮

睡醒
６ 蒔間 以 下

フ～ ８ 時 悶

９ 蒔間 以 上

不朝

朝食
毎 日 き ち ん と 食ぺ る

た ま に 抜 く こ と が あ る

め っ た に 食 べ な い

不賜

お酒を飲む
い い え

は い

遺１ 国

遺 ２ 国

遼 ３ 簿

遁 硲 愛

澄 ６ 璽

遼 ６ 国

遼 ７ 回

４６く３５
．
１）

７６（５８
．
０）

９（ ６．
９）

２３（１８．
５）

９１（フ３
．
４）

１０（ ８
．
１）

フ（ ５
．
３）

１１７（８９．
３）

§（ ３
．
８）

似 ３． 篶

§く ３，８葦

塞θ ㈱ 、
｛）

§司（鑓
．
銚

ξ（ ３、
｛）

３く ２－３）

８く ５．
６）

２ い ．
葛｝

８（ ６
．
】）

５（ ３．
８）

犯 （１４，５）

人 （％）

職業

老 人ク ラ ブ

年 冬 回 以 下

年 ６ ～ヨ ０ 回

年 １ ２ 團 以 上

趣 味 の集 ま り
月 １ 回

月 ２ ～ ５ 画

月 ６ ～ ２ ０ 回

宗 教 の グル ー プ

町 内 会・ 婦 人 会

生 産 に関 す る 組 合

ボ ラ ンテ ィ ア 活 動

各種講習会

消費看活動

そ の 他

６６（５０．４）

３９（２９．
８）

２８（２１
．
４）

５（ ３．８）

６（ 名、
６）

３０（２２．
９）

１０（ ７．６）

１５（わ、５）

５（ ３．
９）

１８（１３
．
７）

９（ ６．８）

７（ ５．３）

５（ ３
．
９）

、（ Ｏ．８）

０（ Ｏ．０）

、２（ ９．
２）

６）地域活動

老年者の活動状 況につい ては、 収入を得る仕

事 す な わち、 職 業 の あ る 人カ
ミ６６ 人 （５０．４％） と

多 か っ た。 し か し年 代 別 に 蛇 較 して みる と、 ６０

歳 代 で は職 業 を も つ 人が ４７ 人 （６９．泌） と 多 く

を 占 め た 淡
、
７０ 歳 代 で は 互５ 人（３遂．亙％）、 ８０

歳

で は ３ 人（３０．Ｏ％）と 少 な かっ た。

地域活動の 中で最 も多く の 人が参カ叱 てい

る も の は 老 人ク ラ ブ で あり、 ３９ 人（２９．８％）と ３

割 の 人 が参 加 し て い た。 しか し参カ冒圓 数 は 年４

回 以 下 が最 も 多 か っ た。 こ れ に 赫 して、 趣 味 の

集 ま り は３０ 人（２２．９％）と 同 程 度 の割 合 を 示 して

い たカミ、 全 員 が月 １ 回 以 上 の 参 加 を し て い た。

３ 番目 に参加 の 多 かった 宗 教の 活 動は １８ 人

（１３，７％）で あ っ た。
ボ ラ ンテ ィ ア 活 動 の 参 加 は

５（３．９％）と 少 な か っ た。 仕 事 か 地 域 活 動 の い ず

れ かの 活 動 を して い る 人 は ５７ 人（４３．５％）であ る。

仕 事と地 域活 動 の爾 方の 活動 を して いる 人は

遂３ 人（３２．８跳）で あ り、 どち らの 活 動 も して いな

い 人 は ３１ 人 （２３，７％） で あっ た。 健 康 状 態 と の

関遵をみてみると、 健康で ある 人では仕事や地

域 活 動 の い ず れ の 活 動 も し て い な い 人カミ１５．概

で あ っ たカミ、 健 康 で は な い と 感 じて い る 人 で は

３３．３％と 多 く な っ て い た。

人 （％）

庭佳事

畑佳事

家事

家族の相談役

孫の世話

その他

役割な し

６７（５１
．
１）

６６（５０
．
４）

５３（４０
．
５）

２８（２１－
４）

２３｛１７－６）

η （１３．Ｏ）

９（ ６１９）

７）家庭 での 役割

家 の 申 での 仕 事 や役 割 に つ いて は、 表 ５ に示

した。 庭 仕 事カ
ミ ６７ 人（５１．１％

）
、 畑 仕 事 は ６６ 人

（５０．４％
）
、 家 事 ５３ 人（４０，５％）、 の 三 っ の 役 割 は、

各々 半数 近い 人淡 行っ てい た。 次い で、 家 族の欄

談 役 ２８ 人（２五、４％）、 孫 の 植 話 ２３ 人（王７．６％）の 順 で

あ つ た。
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夕 食 を食 べ る 人 数 に つ い て は 表 ６ に 示 した。

最 も多 かっ た 人 数 は「２ 人」で あ り ３５ 人（２６．７桃）

で あ っ 危。 次 い で
「６ 人一 の ２１ 人 （支６．

Ｏ％）
、
「４

人」 の ２０ 人 （１５．３％）、
「３ 人３ の 王７ 人（１３．

Ｏ％）

の煩であった。 夕食 を４人以
土の多人数で食べ

る 人カミ６３ 人（４８．蝸）と 半数 で あ っ た。 し か し、
一 人 で 食 べ る 人カミ至王 人 （８，４％） み ら れ た。

で あ っ た。
「無 回 答」 カミ６ 名 （斗．６％

） で あ っ 危。

忙獅

人 （％）

人 （％）

家族との会話

よくする

甑
しない

愚痴

膚 居家 族 に愚 癒 を醐 い ても ら う

男１】屠奏瞭 に息痴を蘭いてもらう

友 人に 愚 痴 を闘 いて も ら う

友 人・ 蒙 族の 愚 痴 を凶く

用事

属雇家族に用箏を頼める人がいる

男１握 濠族 に 用事 を 籟め る 人がも、る

友人 の 刺二用 事 を 頼め る 人 いる

蝿 （３６
．
６）

６４（４８
．
９）

１２（ ９
．
２）

１ 人

２ 人

３人

４人

５ 人

６ 人

７ 人

８ 人

不明

１１（８，
４）

３５（２６
、
フ）

１７（、３．Ｏ）

２０（１５－３）

１４（１０．
７）

２１（１６，
Ｏ）

６（ ４，６）

２（１．５）

５（３．８）

８７（６６．
４）

７２（５５
．
Ｏ）

９８（６？．２）

９、（６９
．
５）

９２（７０
．
２）

５２（３９
．
刀

６２（４？
．
３）

８）家族や友人との関係

次に家族や友 人との関係 について みてみ

る と、 表 ７ の 結 果
が 得 ら れ た。

「家 族 と よく 謡

を しま す か」 の 質 聞 に 対 して、
は く す る一 淡

４７ 人 （３５，９％）、
「普 通」 ６３ 人（４８． 醐 で あ り、

家 族 と 話 を す る 老 年 者 が 多 か っ た 訟、 王２ 人

（９．１％） は
「話 を しな いｊ と 回 答 して い た。

次 に、 講 か に 愚 痴 を 聞 い て も らっ た り、 ま た

愚痴 の聞 き役 になっ たり す ること 淋 ある か ど

うかを質聞 した。 その結果は
胴 屠家族 に聞 い

て も ら う」 が ８７ 人 （６６．４％）、
「別 居 親 族 に 閾 い

て も ら う」 カミ ７２ 人（５５，Ｏ％） で あ っ 危。
「友 人 に

聞 い て も ら う」 は ８８ 人 （６７．２％） と 多 か っ た が、

訂愚痴を誰にも聞いてもらっていない」 人が８

人 （６．至％） あっ た。 咬 人 ・ 家族 の 愚 痴 を闘 く」

は ９互 人 （６９．５％） であ っ た が、 愚 痴 に 関 す る 未

回 答 者 が １３ 人 （９．９％） と 王 割 を 占 め た。

次 いで、 用 事 を頼 め る 人 に つ い て 質 閤 を し

た。 そ の 結 果、 胴 居 家 族 に頼 め る 人 が い るｊ

と 回 答 した 人 が、 ９２ 人 （７０．２％）、 瑚 居 家族 に

用 事 を 頼 める 人 がい る」 は ５２ 人（３９．７％）、
「友

人 の 申 に用 事 を 頼 める 人カミい る」 ６２ 人 （４７．３％）

９）その他の 生活状況

趣味の有無につ いて質聞 した緒果、 趣 味の

あ る 人カミ６８ 人 （５至．８％） で あり、 異 性 の 友 人 が

い る 人 は ２６ 人 （１９．８％） と 少 な がっ た。 経済 状

態 は 「苦 労 して い るｊ が ２６ 人 （１９．８％） と 約 ２

割 で あ り、
「ど ち ら と も 言 え な い」 が ６３ 人

（４８．１％）、
「苦 労 し て い な い」 が ３４ 人（２６，

Ｏ％）

で あ っ た。

表 ８ 隻活 状 況 帖＝３１

人 ｛％）

趣 味の 有無

あり

な し

不明

異 性の 友人 が いる

は い

己、も、 え

不弱

予定 したこ とや やり た いこ と

が思 い通り で きる

で き る

少 乙 で き る

で き な い

不明

経済 状態

若 労 乙 て い る

ぎ ち ら と も い え な い

苦 労 し て い な い

不明

６８（５１
．
９）

３４（２６
．
Ｏ）

２９く２２
．
１）

２６（１９．
８）

８０（６１．
１〉

２５（１９．
マ）

６３ ㈱．１）

３５（２６
．
７）

２０（１５
．
３）

１３（ ９
．
９）

２６（１９．
８）

６３（柵
．
１）

３４（２６．
Ｏ）

８（ ６． 篶
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１０）生活満思度 １００㎜ の線上に印を付けてもらい Ｏ からの距離

生 活 への 満昆 に 関す る 内容 に つい て表 ９ を測定 し、 満昆度得点と し危。 そ の結果、 図４

に示 し た、 ９ 項 員 の 申 で 回 答カ§半 々 に 分 か れ 危 カ 滞 られ 花． 圃 答 者 は １⑪８ 名 で ある。 ＶＡＳ に よ

内 容 は 吻 今 の 生 活 に 不 幸 ぜ な こ とカ§あ るＪ、 る 全 体 の 満 恩 度 乎 均 得 点 は ５９．９±２４．７ 点 で あ

「３」 最 近 に な っ て 小 さ な こ と を 気 に す る よ う り、 最 も 多 かっ た ８０～９０ 点 が １８ 人（１３．７％）、

に な っ ね 、 瑚 年 をと っ て 前 よ り も 役 に 並 た 次 い で 多 か っ た ５③～６０ 点 は １６ 人（１２．２％）で あ

なく なっ 危」 で あ っ た，
ｒ１」 去 年 と 同 じよ う に り、 比 較 的 点 数 の 低 い ３０～４０ 点カ

§３ 番目 に 多

元 知 だと 感 じて い る 老 年 者 は ８３ 人 （６３．３％） く １４ 人 （１０．７％） で あ っ 淀、 ３０ 点 以 下 が １５ 人

で あり、
ｒ４Ｊ 自 分 の 人 生 は 他 の 人 と 比 べ て 恵 ま （１１．５％）と １割 以 上 を 占 め た、 年 代 別 で は ６０ 歳

れ て い たＪ と 感 じ て い る 人 が ７６ 人 （５８．０％） と 代 が ６３．０
±２２．６ 点、

７０ 歳 代 淡 ５６．４±２７．７ 点、

６
『
割 を 占 めて いた。

ｒ７Ｊ 生 き る こ と は大 変 き び ８０ 歳 代 か ５４．５±２５．２ 点 で あっ た が、 統 計 的 に

し い」 と感 じて いる 人 は １０１ 人（７７．１茄）で あ り 有 意 な 差 は認 め られ な かっ た。

非常に

多 かつ だ。

次 に、 生 濫 に ど の 程 度 溝 雇 して い る の か、

表９ 生 活 の 満 足 に 関 す る内 容 Ｎ＝１３１

内 容 はい いいえ 不明

人 《 黙 》 人 （ ％ ） 人 （ ％ ）

１）去年と同じように元気だと思いますか

２）今の生活に不筆せなことがありますか

３）最近になって小さなことを気にするようになった

４）あなたの人生は他の人と比べて恵まれていた

５）年をとって前よりも役に立たなくなった

６）人生を振りかっえてみて満足できる

７）生きることは大変きびしい

８）物事をいつも深刻に考える

９）求めていたことのほとんどが実現できた

８３《 ③３
．
３）

鍬 ４２畠７）

５０ζ３８２〉

７６（５８．０）

６２（ ４７
．
３）

２９（ ２２．１）

１０１（ ７７
．
１）

７８（５９．５）

３９（ ２９
．
８》

３７（２８２）

６４（４８
，
９）

６９（５２．７）

４２ （３２
．
、）

５７（４３．５）

９２ （７０．２）

２２ （１６
．
８）

４５（３４１４）

８４（６伽）

刊 （ ８．４）

１１ （ ８
．
４）

惚（９２）

１３（ ９．９）

１２（ ９２〉

１０（ ７
．
６）

８ （ ６簑１
）

８ （ ６
肯
、）

８ （ ６
。
わ

（点）

畠０ ～ ４０ 未 満

’≡；三…
・一１

４０ ～ ５０ 未 満

一

１
一
＝

一
…

．≡

５０ ～６０ 未 満 ≡≡
」一一１

６０～７０未 満 、

７０～８０未 満 ・、
三≡
」
…
≡、

８０～９０未 蒲 ≡≡ｌ１三１

０ ５ １０ １５

図４ 満足度スケール得点

⑳
（ハ

㎜
．
考 察

本 調査 の 対象 者と 昨年 報告 し危 基本 縫 康診

査を受け危 ６０ 歳以上の老年者とを蛇較 し、 未

受診 者 の祷 徴を明 確 にす るこ と を罵酌 に解 析

を 行 っ た、

１）基本健康診査未受診理繭

病院・ 医療機関 に通院 して いる人 が半数

近 い 数 を 占 め て い 危カ§、 忙 し かっ た り曳 志 れ 危

り す る 人 も ２ 割 程 度 み ら 松、 こ の よ う な 人 た ち

は 呼び かけ の方 法を 工夫 する こと で受 診行 動

が可能になる人たちであると考完られる， 未受

診者の １０～２０％程度カ灯 何も悪いところ淋なか
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っ たｊ を 理 由 に あ げ て お り、 自 己判 断 を し て受

診 行 動 に至 ら なか っ た 人カミ多 く み られ た。 こ の

点 に つ い て も 検 討 が 必 要 と 考 え られ る。 さ ら に、

７０ 歳以 上では未受診 の理由 と して 交通手段 が

な い こ と を あ げて い た が、 今 後、 解 決 に向 けて

検討が必要 であろう。

２）健康状態

性別の割 合や年齢 構成につ いては受 診者と

同 様 の 割 合 を 示 して い 危。 健 康 状 態 に つ い て は、

「健 康 で ある」 と感 じて いる 人が 本 調査 では

雀９，６％、 昨 年 の 受 診 者 の 調 査 結 果 で は 遂２．概で あ

り、 同 様 の 結 果 で あ っ た。 気 に な る 症 状 の あ

る 人 は 受 診 者 で は ３５．６％で あ っ た が、 未 受 診 者

で は ６２．６％で あ っ た。 治 療 申 の 病 気 が あ る 人 は

受 診 者 の ３７．６％に比 べ て 本 調 査 では 逐８．蝪 み ら

れ、 未受診者に気になる症状や治療申の病気の

あ る 人カミ多 い こ と が 示さ れ て い た。 杜 会 機 能 を

表 す活動指標（丁阻Ｇ）は本調査 の平均得点添撃，至

圭４．０ 点 で あ る が、
受 診 者 で は ！１．

６ 劫
。Ｃ
点 で

あることから、 本調査の対象者の潜動能カ秘低

い こ と が示 され て いたむ 特 に 受 診 者 で は 循 歳

以 上 が 平均 １１．皇 点 と 高 得 点 を 示 して い 危 か、

本 調 査 にお ける 未 受 診 者 の ７０ 歳 以 上 で は ８．８

点
、８０歳 代 で は６．９ 点 であ り、 未受 診 者 の 老隼

者 に、 より活動機 能の低い 人淋多いと いう特徴

が みられた。 未受診者の気 になる症 状や疾病 を

持つ者が多く、 活動機能も 低下して いたこと か

らハ イ リ ス ク の 赫 象 で あ る 可 能 性 が 高 い。 し か

し、 未 受 信 理 由 の 中 に ある よ う に、 通 院 治 療 を

して い る 人カミ３６．６％い る た め、 健 診 を受 けな く

て も健康管理が できている 可能性 もあるた め、

未 受診 の申 のハイ リス ク者 を 弱 確に して いく

必 要カミあ る。

３） 生活状況

運動習慣や睡眠・朝食摂取状況は受診者と

同 じ傾向を示 した。 仕事も地域活動も行ってい

な い 人 は ２３．７％で あ り、 約 ４ 人 に 一 人 は 活 動 を

特に行っていなかった。 老人クラブや趣昧の集

ま り へ の 参加 率 は、 受 診 者 で は 蛎％以 上 で あり、

上記 に比 べる と本 対象 者 は参加 率 淡低 いこ と

が理解でき る。 これらは健康状態カは く ないと

感 じて いる 人 に活 動を 行っ てい る人 が少 な か

った結果とも関連するために、 慎重に状況 を判

断 し対 応 しな け れ ばな らな い。

同居家族との関係では、 一人暮 らしが２人の

み で あ る に も か か わ らず、 夕 食 を一 人 で食 べる

人 が １１ 人 の ８．概、 家 族と 話 を しな い 人 が １２ 人

（９．２％）で あっ た こ と が 注目 さ れ る。 ま た 家 族 の

申 で 愚痴 を聞 い て も ら う人 は ６６．螂 に す ぎ ず、

３割 の人はそ のような関係 になかった。 友人に

愚 痴 を聞 いて も らって いる 人 も多 かっ たこ と

から、 地域の活動を通 じて友人がその役割を担

って いる可能性 が高いと考え られる。 本調査の

結 果 は家族 内 の関係 性 が希 薄に な りが ちな 老

年 者 が １ 割 程 度 いる こ と を 示 して いた 淡、 受 診

者 で は 家 族 と 話 を し な い 人 は ２．８％と 非 常 に少

な かっ た。 こ れ ら の 結果 を 考 える と 家族 内 の 関

係 性が 静薄 にな り がちな 老年 者 につ いて の対

応が今後の課題と 考えられた。

４）生活溝 思度

受 診 者 の 生 活 滴 足 度 得 点 は ６７，５ 点、 本 調

査 の 生 活 溝 足 度 得 点 は ５９．９ 点 で あ り、 本 調 査

の対象 者の満昆度 は受診者 に比べて 低かった。

特に ３０ 点以下の人の割合カミ受診者に比べて本

調査の対象者 に多かった。 前回の受診者の調査

で 開 ら か に な っ 危 よ う に、 生 活 満 屋 度 は 健 康 自

邑評 魎、経 済、人 と の 交 流、 地 域 活 動 へ の 参加、

孫 の 植 話 な ど が 関係 して い た。 本 調 査 の 結 果 は、

よい健康自 己評価の人、 経済状態に問題のない

人、 孫の世話を している人の割合は受診者と同

じ割合 を示 して いた が、 人との交流や地域活動

への参カ昼の程度が低く、 これらの状況が生活溝

昆 度 の 低 下 に影 響 して いる と 考 え ら れ る。

なお本調査 の回収率が低く、
より深刻 な間題

を抱 える対 象が 解 析対象 に なっ て いな いこと

が 考 え られ る。

Ｖ
． ま
と め

本調査の 結果 から未受診者 は受診 者に比ベ

ハイ リス ク を持 つ人 たち で あるこ とが 示唆 さ

れ、 今後は未受診者への対応を検討する必要が
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あ る こ と が 確 認 さ れ た。

なお 本研 究 は吉 岡 弥生記 念館 大 東町 健康 調 査

研究助成を受けて行った
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